
第１節 安心な暮らしを守る強靱な県土づくり
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※１ トラック等の自動車で行われている貨物輸送を環境負荷の小さい鉄道や船舶の利用へと転換すること
※２ 大規模災害時に、がれきや放置車両等の処理、路面の段差修正などを行い、速やかに緊急車両が通れるようにすること

５つの主要施策

（１） 広域道路ネットワークの充実
（２） 地域を支える道路ネットワークの充実
（３） 選ばれる港に向けた機能強化
（４） インフラ分野のＤＸの推進
（５） 建設産業を支える人づくりの推進

東九州自動車道は暫定２車線での供用であり、安全性や信頼性を確保するため、４車線化に向けた取組を進め
ます。また、未だ整備途上である中九州横断道路や中津日田道路などについても、早期完成に向けた取組を進め、
人や物の流れを活性化する広域道路ネットワークの充実を図ります。
また、幹線道路では朝夕の慢性的な渋滞が発生している箇所があり、さらに、生活道路では、中山間地域や半島
部を中心に未改良区間や災害に対して脆弱な区間が多く残っていることから、地域の暮らしや産業を支える道
路整備を進めます。
一方、物流の2024年問題への対応や脱炭素社会に向けたモーダルシフト※１の推進により、港湾の需要が高
まっていることから、九州の東の玄関口として「選ばれる港」に向け、新たなニーズに対応する港湾機能の強化を
図ります。
災害時の道路啓開※2や災害復旧など、地域の守り手としての役割を担う建設産業は、担い手不足が深刻化して
おり、インフラの整備・維持管理のためには、持続可能な建設産業の構築が不可欠です。このため、生産性向上に
向けてＤＸを推進するとともに、担い手確保に向けた更なる就労環境の改善や女性・高齢者など多様な人材が活
躍出来る環境づくりを進めます。
おおいたの未来を創造するネットワークづくりでは、以下５つの主要施策の取組を進めます。

このように「おおいた土木未来プラン２０２４」は、「安心・元気・未来創造」の分野から県土づくりを進めるも
のであり、大分県長期総合計画の達成目標である『選ばれるおおいた』『共生社会おおいた』を支える基盤となる
ものです。　

Ⅲ　おおいたの未来を創造するネットワークづくり
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県土づくりの３つの分野

第2節 元気で快適に暮らせる地域づくり
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第3節 おおいたの未来を創造するネットワークづくり

（1）流域治水の推進　
（2）土砂災害対策の推進
（3）地震・津波・高潮対策の推進
（4）交通安全対策の推進
（5）社会インフラの老朽化対策と適切な維持管理
（6）危機管理体制の充実

（1）快適な都市空間の形成
（2）こどもまんなかまちづくりの推進
（3）快適な住まいづくりと地域共生社会の実現
（4）持続可能な環境づくりの推進
（5）「おんせん県おおいた」のツーリズム支援

（1）広域道路ネットワークの充実
（2）地域を支える道路ネットワークの充実
（3）選ばれる港に向けた機能強化
（4）インフラ分野のＤＸの推進
（5）建設産業を支える人づくりの推進
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